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宇部市のごみ減量化に向けたこれまでの取組 

 宇部市では、平成１４年１１月から週３回の燃やせるごみの日に指定袋制を導入して以来、 

ごみの減量化に向けた様々な取組を行ってきました。 

 

１．資源ごみ拠点回収施設の開設（平成１５年９月～） 

 新町の松浜公園となりと、黒石ふれあいセンターの敷地内に 24時間いつでも出せる「資源ご

み拠点回収施設」を設置し、月 1回収集の分別ごみのうち、「びん・缶」「ペットボトル」「新聞」

「雑誌」「紙製容器包装」「段ボール」について、「資源ごみ拠点回収施設」で回収を行なってい

る。 

  

２．宇部市ごみ減量等優良事業所認定制度（平成１５年１０月～） 

 市内の事業所から排出される一般廃棄物の資源化や減量化を促進するため、ごみの減量化な

どに積極的に取り組んでいる事業所等を「宇部市ごみ減量等優良事業所」として認定し具体的な

取組内容については、市のホームページなどで広く周知して活動を支援している。 

 

事業所部門 １９事業所を認定   

エコショップ協力店部門 ２７事業所を認定   （令和元年８月現在）  

 

３．３Ｒ講習会・ごみ分別説明会の実施 

自治会や地域の団体、大学等に対し、ごみの分別方法や家庭で実施できる３Ｒの取組みを紹介する講

習会を実施し、住民のごみ減量の意識の向上を図っている。 

 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

回数 ５０回 ５２回 ４１回 ７９回 

参加人数 ２,０２９人 ２,１２７人 ２,３３１人 ３,７１１人 

 

４．啓発紙による普及・促進 

  ３Ｒ講座や出前講座で使用する啓発資料に加え、３Ｒに関する情報を掲載した「３Ｒくる」

を年２回程度発行し班回覧している。さらに、「広報うべ」にもごみ減量に関する情報を随時掲

載し広報している。また、宇部市環境衛生連合会が年２回発行し市内に全戸配布している「衛生

と暮らし」にもごみ減量につながる情報を掲載している。 

 

５．環境学習の実施 

  主に、市内の小学校 4年生を対象として環境学習を実施している。 

  実施内容は、ゲーム形式で宇部市のごみ分別のルールを学べる「分別ゲーム」 や実際にご 

み収集を行っているパッカー車の見学、段ボールコンポスト体験学習など。 

別紙２ 
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 平成３０年度実施実績  

   実施学校数 １８校  

   参加児童数 ２，０４９人 

 

６．家庭系廃食油のリサイクル事業を開始（平成２３年４月～） 

家庭系廃食油について、スーパーの店頭やふれあいセンター等の回収によるリサイクルシ

ステムを構築し、廃食油から精製されたバイオディーゼル燃料(BDF)を交通局のバスやごみ

収集車に使用した。 

・回収場所 コープ宇部店、アルク（南浜店、恩田店、西岐波店、厚南店）、山口アポロ

石油株式会社（宇部西営業所、八幡宮前営業所、ドリームライフアポロ）、

川上・西宇部・船木ふれあいセンター 計１１箇所 

・BDF 精製 ㈱アースクリエイティブ（宇部テクノパーク） 

 

 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

回収実績 ６，７３９ℓ ８，９７５ℓ ９，６９５ℓ １０，７９８ℓ １１，５１０ℓ 

(対前年比） ５５％↑ ３３％↑ ８％↑ １１％↑ ７％↑ 

 

 

７．段ボールコンポストの普及促進（平成２３年５月～） 

燃やせるごみのうち特に水分量が多い生ごみについて、段ボールコンポストを使って良質な

堆肥を作り、自然環境にやさしい循環システムの確立を図った。 

 

 

 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

一般向け講習会 
３３回  ２４回  ２２回  １８回  １２回  

７０６人  ４３９人  ４９０人  ３２８人  ２１９人  

販売個数 ７９４個 ６８２個 ５９９個 ４９５個 ５６０個 

環境学習 
小 11校、中１校 小学校 7校 小学校 11校 小学校 11校 小学校 11校 

保育園 7園 保育園 7園 保育園 8園 保育園 2園 保育園 4園 

各種イベントで

の展示説明会 
９回 １０回 １１回 ７回 ５回 

＜販売箇所＞ふれあいセンター（２４か所） 
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８．古着古布リサイクル事業（平成２３年８月～） 

家庭で不用になった古着・古布を各ふれあいセンター等で回収し、障害福祉サービス事業

所でウエス（工業用雑巾）に加工している。 

・回収場所 各ふれあいセンターなど公共施設 計３１箇所 

 

 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

回収実績 ６１,０５５kg ５４,７９１kg ４５,４０７kg ４６,７８１kg ４８,９１５kg 

(対前年比) １８％↑ △１０％ △１７％ ３％↑ ５％↑ 

 

９．子育て支援リユース事業（平成２４年６月～） 

家庭で不用になった子供服・絵本を市役所等で回収し、リユースフェア等で希望者に無料

で譲渡し、リユースの促進を図っている。 

 

・回収場所 市役所本庁など 計１１箇所 

・ときわ公園内ときわ湖水ホール等で「子供服・絵本リユースフェア」を開催 

 

 
平成２７年度 

（１１回開催） 

平成２８年度 

（１３回開催） 

平成２９年度 

（１２回開催） 

平成３０年度 

（９回開催） 

回収実績 

子供服 
１８，７９１枚 

３，８５４kg 

１９，７９７枚

４，１６５kg 

１７，５０８枚

４，０８１kg 

２０，６８１枚

３，４７０kg 

絵本 
３，５７２冊 

９８２㎏ 

３，５６６冊 

８７７㎏ 

２，３６１冊 

７１７㎏ 

３，０９１冊 

７７９㎏ 

譲渡実績 
子供服 １４，５６２枚 １６，６２７枚 １７，８８４枚 １５，２９２枚 

絵本 ２，８２１冊 ２，６４９冊 ２，７２９冊 ２，１８６冊 

 

１０．使用済小型家電リサイクル事業（平成２５年３月～） 

家庭で不用になった小型家電を各ふれあいセンター等で回収し、再資源化の促進を図っ

た。 

・回収場所  各ふれあいセンターなど 計２６箇所 

 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

回収実績 ６，０９０㎏ ７，７７８㎏ 
１２，０３４

㎏ 

１１，９７５

㎏ 

（対前年比） １９％↑ ２８％↑ ５５％↑ ０．５％↑ 
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１１．子育てグッズリユース事業（平成２６年９月～） 

家庭で不用になった子育てグッズ、子ども用スポーツグッズを市役所等で回収し、リユー

ス広場等で希望者に無料で譲渡し、リユースの促進を図った。 

平成２８年４月からは学生服を、平成２９年５月からは学用品を新たな品目として追加し、 

平成２９年度より事前予約制による譲渡を開始。 

・回収場所 市役所本庁など 計１２箇所 

 

 

１２．ごみステーションでの啓発活動（平成２８年２月～） 

  平成 28年 2月から週 3回の燃やせるごみの日の朝 7時 30分頃から 8 時 30分まで、利用者

が多いステーションに職員が立哨し、ごみを出しにきた住民に分別指導行うなどの啓発活動を

行った。 

 

１３．食品ロス削減の取組（平成２８年度～） 

  食べられるのに捨てられてしまう「食品ロス」の削減の取組を推進している。 

主な取り組みは下記のとおり 

・３０１０運動 

忘年会や新年会など、会食の機会が増える 12 月、1 月を「30・10 運動推進強化月間」と

位置づけ、一層、推進に取り組んだ。 

   また、食品ロスの約半分は一般家庭からのものであることから、毎月 10 日と 30 日を「家

庭で取り組む 30・10 運動の日」として、家庭での食品ロス削減を推進した 

・やまぐち食べきり協力店の拡大 

  食品ロスの削減に積極的に取り組んでいる飲食店や旅館・ホテルを山口県が『山口食べきり

協力店』として登録しており、取組の普及・促進のため、平成２８年度からは職員が市内の飲

食店や旅館・ホテルを訪問し登録店の増加を図った 

   

宇部市内の登録店舗数 

  １３店舗（平成２７年度末）→６３店舗（令和元年度８月現在） 

 

 
平成２８年度 

（６回開催） 

平成２９年度 

（６回開催） 

平成３０年度 

（６回開催） 

回収実績 
子育てグッズ 

１，８６２個 

１，８４５㎏ 

１，２５９個 

１，２１２㎏ 

１，２４５個 

１，７６９㎏ 

(うちｽﾎﾟｰﾂｸﾞｯｽﾞ) (６７６個) (２９４個) (３４１個) 

譲渡実績 
子育てグッズ １，２７０個 １，２４５個 １，１３２個 

(うちｽﾎﾟｰﾂｸﾞｯｽﾞ) (２９４個) (３７４個) (３４１個) 
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・エコクッキング教室の開催 

  いつもは捨ててしまう野菜の皮や魚のあらを使ったり、冷蔵庫の中の余った食材を利用す

ることでごみを元から減らす『エコクッキング』を普及させるため、市が単独で主催し開催し

ていたエコクッキング教室を、平成２８年度より宇部市食生活改善推進協議会との協働とす

ることで、エコクッキング教室の開催数を大きく増やし多くの市民に食品ロスの削減意識を

高めている。 

   

エコクッキング教室の開催回数  ７２回開催（平成２５年度からの累計） 

 

・フードバンク（令和元年７月～） 

   家庭や事業所等で余っている食品を回収し、必要とする団体等に譲渡するフードバンク

事業を開始した。 

 

１４．ごみ減量アイデアコンテストの実施（平成３０年度） 

市民の皆さんからごみの減量化に向けたアイデアを募集し優秀なアイデアの表彰を行っ

た。また、提出されたアイデアを情報提供し、減量効果のあるアイデアをモデル事業として

実施した。 

・アイデアの活用 

応募作品は、ホームページ等で市民に広く周知して活用する他、減量効果の見込まれる優

れたアイデアについては、モデル事業として実施し減量効果を検証した。 

モデル事業として実施した事業は以下のとおりで、令和元年度からは、事業化している。 

古着・古布回収モデル事業 

資源物地域拠点回収モデル事業 

 

１５．スマートフォンを活用したごみ分別案内（平成３１年２月～） 

スマートフォン無料通信アプリの LINE において、宇部市のごみの分別方法や収集日に関

する質問に自動で答えるアカウントを立ち上げた。大学生などの若年層をターゲットとして

いる。 

・登録数 ２,９７９人（令和元年８月１５日現在） 

 


